
第9回（平成28年度第9回）倫理審査委員会（通常審査）

日　時 2016年9月23日（金）9時15分～12時00分

場　所 〔広島〕講堂　〔長崎〕第三会議室（テレビ会議）

＜ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理審査＞

部　名 研 究 課 題 名 審 査 結 果 議 事 要 旨

1 疫学部
CR132「原爆被爆者の放射線関連甲状腺乳頭癌に関するゲ
ノム解析の試行調査」(小笹他)

承 認

●他の共同研究機関の倫理審査結果を倫理委員会共同委員長に報告
すること。

●申請書　I. 4. 2) b）その他の情報に、LSS（寿命調査）の情報を使用す
ることを記載し、その他委員会の指摘の点を修正すること。
　なお、LSS（寿命調査）の情報については「人を対象とする医学系研究
に関する倫理指針」が適用できると当委員会は考える。

＊上記のことについて適正に修正されたことを確認して承認とした。
＜人を対象とする研究に関する倫理審査＞

部　名 研 究 課 題 名 審 査 結 果 議 事 要 旨

1 疫学部

RP-S2-16「“甲状腺がんの全ゲノムシーケンスへの適性に関
する、断片化されたDNA/RNAの修復を伴ったDNA/RNAラ
イブラリの評価（「原爆被爆者の放射線関連甲状腺乳頭癌
に関するゲノム解析の試行調査」の事前試験2）” 」（小笹他）
の変更)

承 認
●研究計画書の方法：13.の肝および腎がんについては、NCI（米国国立
がん研究センター）に送らないことを明記すること。

2 疫学部
CR133「広島県地域がん登録のCONCORD3への参加」（杉
山他）

承 認

●「研究計画書に記載すべき事項のチェックリスト」は、事実に即して記
入すること。また、項目12.研究対象者の負担、リスクを最小化する対策
13.情報の廃棄の方法14研究機関長への報告方法については、研究計
画書に記載すること。

●データ発表が全て集計値で、個人が特定できないことを確認したの
で、生年月日を提供することに問題はないと判断する。

●論文発表後のデータの取扱いについて決定し、申請書のVI.（今回得
られる試料・情報の保存等）と、研究計画書を適切に修正すること。

＊上記のことについて適正に修正されたことを確認して承認とした。

放射線影響研究所


